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　下にある「思考スキル」は、問題に取り組むことを通じて、みなさんに身につけてほしい力を表し

たものです。これらの思考スキルは、算数の問題に限らず、さまざまな場面でも活用することがで

きる大切な力です。解説では、問題ごとに意識してほしい思考スキルを示しています。今後の学習

でも、思考スキルを意識して、問題に取り組むとき活用するように心がけてみましょう。

○情
じょう

報
ほう

を獲
かく

得
とく

する
　・�問題文から必要な情報や条件を正しくとらえる
　・�図やグラフなどから必要な情報を正しくとらえる

○情報を活用する
　・�とらえた情報を、他の問いでも活用する
　・�とらえた情報から、さらに別の情報を引き出す
　・�前問が後に続く問いの手がかりとなっていること

を見ぬく

○再現する
　・計算を正しく行う
　・持っている知識を状

じょう

況
きょう

に応じて正しく運用する
　・問いの指示通りの操

そう

作
さ

を正しく行う

○置きかえる
　・問いの状況を図やグラフなどに表す
　・問いを別の形に言いかえる
　・未知のものを自分にとってなじみの形にする
　・比の値を具体数で表す
　・数値をあてはめて、特定の状況をとらえる
　・解答の範

はん

囲
い

や大きさを予測する

○調べる
　・�方針を立て、考えられる場合をもれや重複なく全

て探し出す
　・書き出すことを通じて、きまりを見つける

○順序立てて変化をとらえる
　・変化する状況を時系列で明らかにする
　・�複雑な状況を要素ごとに筋道立てて明らかにする

○一般化する
　・�具体的な事例から、他の状況にもあて

はまるような式を導き出す
　・�具体的な事例から、規則やきまりをと

らえる

○視
し

点
てん

を変える
　・図形を別の視点で見る
　・立体を平面としてとらえる
　・多角的な視点から対象をとらえる

○特
とく

徴
ちょう

的
てき

な部分に注目する
　・等しい部分に注目する
　・変化しないものに注目する
　・和、差や倍数関係に注目する
　・規則や周期に注目する
　・対

たい

称
しょう

性
せい

に注目する
　・�際立った部分（計算式の数、素数、約数、

平方数、…など）に注目する

○特定の状況を仮定する
　・�極

きょく

端
たん

な場合から考える（もし、全て…
なら）

　・�不足を補
おぎな

ったり、余分を切りはなした
りして全体をとらえる

　・�複数のものが移動するとき、特定のも
のだけを移動させて状況をとらえる

思考スキル
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【解　説】

2（1）（植木算） A1 再現する
330÷11＝30……木と木の間の数

両はしに木がある場合、「木の本数」は「木と木の間の数」より１多くなります。

30＋1＝31（本目）

（2）（売買算） A1 再現する
4000－3200＝800（円）……値

ね

引き額

800÷4000＝0.2→20％

（3）（体積） A1 視点を変える
この立体は、直角三角形の面を底面とする高さが９cmの三角柱です。

7.2×3÷2×9＝97.2（cm3）

（4）（階差数列） A1 再現する
となり合う２つの数の差に注目すると、2（＝5－3）、3（＝8－5）、4（＝12－8）、5（＝17－

12）、…というように、１ずつ増えています。

上の図より、初めから20番目の数は、3＋（2＋3＋4＋5＋…＋20）として求められます。

3＋（2＋3＋4＋5＋…＋20）＝3＋（2＋20）×19÷2＝212

（5）（周りの長さ） A2 特徴的な部分に着目する
右の図のように辺を移動させて考えると、

この図形の周りの長さは、たて10cm、

横23cmの長方形の周りの長さよりも太

線部分の長さだけ長くなることがわかり

ます。

（10＋23）×2＋14×2＝94（cm）

 （6）（道順） A2 再現する
右の図のように、曲がり角までの行き方の合計を書き

こんで調べると、Cを通って行く行き方は６通りある

ことがわかります。

① ② ③

3 5

＋2

8

＋3

⑲ ⑳

＋20

・・・

10cm

23cm

14cm

1

1
2

2 4 6

2 2

Ａ

B

C
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3 　（図形と数の性質）

正方形を作るので、たてと横の長さが等しくなるはずです。そこで、２つの整数に共通な倍数

である公倍数や最小公倍数を考えます。さらに、図形のならびの特ちょうに着目することがポ

イントになります。

（1）　① A2 再現する
３と５の最小公倍数の15（cm）です。

② A2 再現する
右の図で、かげをつけた７枚です。

（2）　① B1 情報を活用する
�（1）の正方形の次に小さい正方形は、

（1）の正方形をたて、横に２個ずつな

らべたものです。

�１辺15cmの正方形には15枚（＝5×3）

のカードがならんでいるので、15×（2

×2）＝60（枚）になります。

② B1 情報を活用する
�対角線の一部がかかれているカード

の枚数は（1）の２倍になります。

7×2＝14（枚）

4 　（平均算とつるかめ算）

表に示されている情報を読み取り、ありえる場合をすべて考えていくことが必要です。必要な

情報を読み取るとき、自分が意識したことをふり返っておきましょう。

（1） A2 再現する
4.7×50＝235（点）

（2） A2 再現する
８点以上の得点は、８点（＝3＋5）または10点（＝2＋3＋5）のどちらかです。

235－（0×5＋2×10＋3×8＋5×9＋7×10）＝76（点）……�８点または10点の生徒の得点の

合計

つるかめ算の考え方を利用して、（76－8×8）÷（10－8）＝6（人）となります。

（3） B1 情報を活用する 特徴的な部分に注目する
8－6＝2（人）……８点の生徒の人数

１問だけ不正解だった生徒は２問正解しています。

①と②を正解すると５点（＝2＋3）、①と③を正解すると７点（＝2＋5）、②と③を正解す

30cm

30cm
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ると８点（＝3＋5）の得点になります。ただし、表中の５点の「９人」には、①と②を正解

した生徒と③だけを正解した生徒がふくまれています。この点に着目して、「９人」のうち、

①と②を正解した生徒の人数を求めます。

17－（10＋2）＝5（人）……５点の生徒のうちで①と②を正解した人数

9－5＝4（人）……５点の生徒のうちで③を正解した人数

よって、③を正解した生徒は、５点の４人、７点の10人、８点以上の８人いるので、全

部で4＋10＋8＝22（人）となります。

5 　（点の移動）

複数の点が図形の辺上をどのように移動しているのか、三角形の面積が長方形の面積の半分に

なるとき、２つの点の位置の関係はどのようになるのかを、視
し

覚
かく

化
か

しながら確
かく

認
にん

しましょう。

（1） B1 情報を獲得する 順序立てて変化をとらえる
出発してから７秒後のＰ、Ｑの位置を考えます。

5×7－24＝11（cm）……BPの長さ

4×7－16＝12（cm）……DQの長さ

よって、三角形APQは右の図のように

なります。

16×24－（12×16÷2＋24×11÷2＋5

×12÷2）＝126（cm2）

（2） B1 置きかえる 特徴的な部分に注目する
（16＋24）×2＝80（cm）……�長方形の周りの長さ

Ｐは80÷5＝16（秒）ごとに、Ｑは80÷4＝20（秒）ごとにＡにもどってくるので、２点が初

めてＡで出あうのは、16と20の最小公倍数の80秒後です。

12cm 12cm

5cm

11cm

Q C

BA

D

P

16cm

24cm
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（3） B2 順序立てて変化をとらえる 特徴的な部分に注目する 特定の状況を仮定する
三角形APQの面積が長方形ABCDの面積の半分になるのは、次の①～④の場合だけが考

えられます。

①ＱがＤにあってＰがBC上にあるとき

②ＰがＢにあってＱがDC上にあるとき

③ＰがＤにあってＱがCB上にあるとき

④ＱがＢにあってＰがCD上にあるとき

それぞれについて調べると、次のようになります。

　①の場合　�16÷4＝4（秒後）にＱがＤにあります。そのときＰは5×4＝20（cm）より、

BC上にないので、ありえません。

　②の場合　�24÷5＝4.8（秒後）にＰがＢにあります。そのときＱは4×4.8＝19.2より、

DC上にあります。

　③の場合　�（24＋16＋24）÷5＝12.8（秒後）にＰがＤにあります。そのときＱは4×12.8

＝51.2（cm）より、CB上にあります。

　④の場合　�（16＋24＋16）÷4＝14（秒後）にＱがＢにあります。そのときＰは5×14＝70

（cm）より、CD上にないので、ありえません。

よって、②と③の２回とわかり、4.8秒後と12.8秒後となります。

①と③の場合

　は一方がＰで
もう一方がＱ

C

BA

D

16cm

24cm

②と④の場合

　は一方がＰで
もう一方がＱ

C

BA

D

16cm

24cm
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6 　（N進法）

数の表し方について考える問題です。実際に書き出していくことも可能ですが、６進法で表し

た数を小さい方から順に並
なら

べていると考えることもできます。

０から５までの６種類の数字を使う６進法で表された数が、０

から順に並
なら

んでいると考えます。このとき、１からではなく０

から並んでいるので、１個ずれることに注意します。

（1） B1 情報を獲得する 置きかえる
25番目の数は24（＝25－1）を表しています。

24÷6＝4より、10進法の24を６進法で表すと「40」とな

ります。

（2） B2 情報を活用する 置きかえる
２けたで最大の数は「55」で、10進法の6×5＋1×5＝35を表しています。

１けたで最大の数は「5」で、10進法の1×5＝5を表しています。

よって、35－5＝30（個）並びます。

（別解）

２けたの数は、十の位が「1、2、3、4、5」の５通り、一の位が「0、1、2、3、4、5」の６

通りなので、5×6＝30（個）並びます。

（3） B2 情報を活用する 置きかえる
６進法の「2020」は、216×2＋36×0＋6×2＋1×0＝444より、10進法の444を表しています。

よって、444＋1＝445（番目）となります。

（別解）

１けたの数は、問題より６個です。

２けたの数は、⑵より30個です。

３けたの数は、百の位が「1、2、3、4、5」の５通りで、十の位と一の位が「0、1、2、3、4、

5」の６通りずつなので、5×6×6＝180（個）です。

４けたの数のうち千の位が1の数は、百の位と十の位と一の位が「0、1、2、3、4、5」の

６通りずつなので、1×6×6×6＝216（個）です。

また、2000から2020までは、問題より13個とわかります。

6＋30＋180＋216＋13＝445（番目）

216（＝6×6×6）の位

36（＝6×6）の位

6の位

1の位
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7 　（水位の変化）

水そうグラフの問題では、必要な情報が文章にも図にもグラフにもあることが多いです。どの

情報とどの情報が結びつくのかを明らかにしながら、情報を整理したり、新たな情報を作った

りしましょう。

底面からの高さが10cmまでを｢下段
だん

｣、10cmから16cmまでを｢中段｣、16cmから20cmまでを｢上段｣

とします。｢下段｣、｢中段｣、｢上段｣にはそれぞれ、（324－10×10）×10＝2240（cm3）、（324－6

×6）×6＝1728（cm3）、324×（20－16）＝1296（cm3）の水が入ります。

（1） B1 情報を獲得する
35秒後までは蛇

じゃ

口
ぐち

Ａだけしか開いていないことから、蛇口Ａから注がれる水の量がわか

ります。

2240÷35＝64（cm3）

（2） B2 情報を活用する 順序立てて変化をとらえる 特徴的な部分に注目する
水を注いだり出したりする途

と

中
ちゅう

で、容器の底面積が変わればグラフの傾
かたむ

きが変わるはず

ですが、下のイ、ウのとき、グラフの傾きが変わらず一直線になっています。これは、

底面積が変わった瞬
しゅん

間
かん

に蛇口Ｂを開いているからだとわかります。よって、初めて蛇口

Ｂを開いたのは水面の高さが16cmになったときです。

 

（3） B2 情報を活用する 順序立てて変化をとらえる 特徴的な部分に注目する
1296÷（116－80）＝36（cm3）……蛇口Ｃから１秒間に出る水の量

1728÷36＝48（秒）……中段の水がなくなるのにかかる時間

48÷（16－10）＝8（秒）……中段の水が１cm減るのにかかる時間

グラフ④の傾きは「８秒で１cm減る」という傾きなので、アの値
あたい

は、

116＋8×16＝244（秒）

（ｃｍ）

（秒）

20

16

10

0 35 11680

①

②

③
蛇口Bを開けた

蛇口Bを開けた

④

アイ ウ
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8 　（約束記号）

ルールにしたがって調べながら考える問題です。このような問題では、ただやみくもに調べても、

もれが出てしまいます。調べる順番を自分で決めたり何かの規則を見つけたりして、順序よく

調べていくことが大切です。

（1） B1 情報を獲得する
（9＋3）＋9×4＝48より、【99】＝48となります。

（2） B1 情報を活用する
□にあてはまる数の十の位の数をア、一の位の数をイとすると、（ア＋3）＋イ×4＝6とな

るア、イを求めればよいことになります。

イ×4の答えに着目すると、0×4＝0、1×4＝4、2×4＝8より、イにあてはまる数は０ま

たは１が考えられます。

イが１のとき、（ア＋3）＋1×4＝6となり、アにあてはまる数がありません。

イが０のとき、（ア＋3）＋0×4＝6より、ア＝6－0－3＝3となります。

以上より、□にあてはまる数は30であることがわかります。

（3） B3 情報を活用する 調べる 特徴的な部分に注目する
【【□】】＝【△】＝36と考えます。

（1）より、【99】＝48なので、△にあてはまる最大の数は48です。

□にあてはまる数の十の位の数をウ、一の位の数をエ、△にあてはまる数の十の位の数

をオ、一の位の数をカとします。

まず、（オ＋3）＋カ×4＝36となるオ、カを求めます。このとき、カ×4と36が４の倍数

なので、オ＋3も４の倍数となります。

　●オ＋3＝4、つまりオ＝１のとき、4＋カ×4＝36より、カ＝（36－4）÷4＝8となります。

　　このとき、△＝18です。

　●オ＋3＝8、つまりオ＝５のとき、8＋カ×4＝36より、カ＝（36－8）÷4＝7となります。

　　このとき、△＝57となりますが、これは48をこえるので条件に合いません。

　●�オ＋3＝12、つまりオ＝９のとき、12＋カ×4＝36より、カ＝（36－12）÷4＝6となり

ます。このとき、△＝96となりますが、これは48をこえるので条件に合いません。

以上より、△＝18と決まります。

よって、【□】＝18となります。

（ウ＋3）＋エ×4＝18となるウ、エを求めます。

　●エ＝１のとき、（ウ＋3）＋1×4＝18となり、ウにあてはまる数はありません。

　●エ＝２のとき、（ウ＋3）＋2×4＝18より、ウ＝18－2×4－3＝7となります。

　　このとき、□＝72です。

　●エ＝３のとき、（ウ＋3）＋3×4＝18より、ウ＝18－3×4－3＝3となります。

算数─解答と解説



　　このとき、□＝33です。

　●エ＝４のとき、（ウ＋3）＋4×4＝18となり、ウにあてはまる数はありません。

　　また、エが５以上のときはありえないとわかります。

以上より、【【□】】＝36になる□にあてはまる数は33、72です。

（別解）

【□】の値
あたい

について、□の十の位の数をたてに、一の位の数を横にとって表にしてみます。

□の十の位の数が１大きくなると【□】の値も１大きくなることと、□の一の位の数が１

大きくなると【□】の値は４大きくなることに着目すると、【□】の値の表は次のようにな

ります。

【□】の値
□の一の位

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

□
の
十
の
位

1 4 8 12 16 20 24 28 32 36 40
2 5 9 13 17 21 25 29 33 37 41
3 6 10 14 18 22 26 30 34 38 42
4 7 11 15 19 23 27 31 35 39 43
5 8 12 16 20 24 28 32 36 40 44
6 9 13 17 21 25 29 33 37 41 45
7 10 14 18 22 26 30 34 38 42 46
8 11 15 19 23 27 31 35 39 43 47
9 12 16 20 24 28 32 36 40 44 48

（1）表より、【99】＝48です。

（2）表より、【□】＝6となる□は30のみです。

（3）【【□】】＝【△】＝36と考えます。

表より、【△】＝36となる△は18、57、96です。△（＝【□】）の値は、表より最大でも48なので、

△＝18のみ適することになります。そこで、表から【□】＝18となる□を探すと、□＝33、

72となります。
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【解　説】
1　日本の地理に関する問題
　最初に①～34の国立公園の名

めい

称
しょう

を一
いち

覧
らん

表
ひょう

で
確
かく

認
にん

します。

① 利
り

尻
しり

礼
れ

文
ぶん

サロベツ国立公園

② 知
しれ

床
とこ

国立公園

③ 阿
あ

寒
かん

摩
ま

周
しゅう

国立公園

④ 釧
くし

路
ろ

湿
しつ

原
げん

国立公園

⑤ 大
だい

雪
せつ

山
さん

国立公園

⑥ 支
し

笏
こつ

洞
とう

爺
や

国立公園

⑦ 十
と

和
わ

田
だ

八
はち

幡
まん

平
たい

国立公園

⑧ 三陸復興国立公園

⑨ 磐
ばん

梯
だい

朝日国立公園

⑩ 日光国立公園

⑪ 尾
お

瀬
ぜ

国立公園

⑫ 上
じょう

信
しん

越
えつ

高原国立公園

⑬ 妙
みょう

高
こう

戸
と

隠
がくし

連山国立公園

⑭ 中部山
さん

岳
がく

国立公園

⑮ 白
はく

山
さん

国立公園

⑯ 秩
ちち

父
ぶ

多
た

摩
ま

甲
か

斐
い

国立公園

⑰ 富士箱根伊
い

豆
ず

国立公園

⑱ 南アルプス国立公園

⑲ 小
お

笠
がさ

原
わら

国立公園

⑳ 伊
い

勢
せ

志
し

摩
ま

国立公園

㉑ 吉
よし

野
の

熊
くま

野
の

国立公園

㉒ 山
さん

陰
いん

海岸国立公園

㉓ 大
だい

山
せん

隠
お

岐
き

国立公園

㉔ 瀬
せ

戸
と

内
ない

海
かい

国立公園

㉕ 足
あし

摺
ずり

宇
う

和
わ

海
かい

国立公園

㉖ 西
さい

海
かい

国立公園

㉗ 雲
うん

仙
ぜん

天草国立公園

㉘ 阿
あ

蘇
そ

くじゅう国立公園

㉙ 霧
きり

島
しま

錦
きん

江
こう

湾
わん

国立公園

㉚ 屋久島国立公園

㉛ 奄
あま

美
み

群島国立公園

㉜ やんばる国立公園

㉝ 慶
け

良
ら

間
ま

諸
しょ

島
とう

国立公園

㉞ 西
いり

表
おもて

石
いし

垣
がき

国立公園

問１　 A2 想起 変換 カテゴライズ
　北海道の北

ほく

東
とう

端
たん

にある知床半島は、アイ
ヌ語で「地の先」を意味している長さ約
70kmの半島で、約711km2が世界遺

い

産
さん

に登
録されています。西側がオホーツク海、東
側が根

ね

室
むろ

海
かい

峡
きょう

に面しています。
問２　 A2 変換想起
　磐梯朝日国立公園内の猪

い

苗
なわ

代
しろ

湖
こ

を水
すい

源
げん

の
ひとつとする川は、全長約210kmの阿

あ

賀
が

野
の

川
がわ

です。吉野川は徳島県など、利根川は群
馬県など、石狩川は北海道を流れます。
問３　 A2 変換想起
　中部山岳国立公園は新潟県、富山県、長
野県、岐

ぎ

阜
ふ

県にまたがる国立公園で、園内
には飛

ひ

驒
だ

山
さん

脈
みゃく

が延びています。越
えち

後
ご

山脈は
上信越高原国立公園など、赤石山脈は南ア
ルプス国立公園内にあります。

問４　 A2 想起 変換 カテゴライズ
　南鳥島は小笠原諸島の父島の南東約
1200kmにある、日本で最も東にある島です。

問５　 A3 想起 変換 カテゴライズ
　有

う

珠
す

山
ざん

は北海道の支笏洞爺国立公園に、
長野県・群馬県にまたがる浅間山は上信越
高原国立公園に、長野県・岐阜県にまたが
る御

おん

嶽
たけ

山
さん

は中部山岳国立公園に、鹿
か

児
ご

島
しま

県
にある桜島は霧島錦江湾国立公園にありま
す。

問６　 A3 想起 変換 カテゴライズ
　リアス海岸は⑧三陸復興・⑳伊勢志摩・
㉑吉野熊野・㉕足摺宇和海のすべての国立
公園で見られます。ラムサール条約登録地

社会─解答と解説



があるのは㉑吉野熊野国立公園、新幹線の
駅は４つの国立公園内には設置されていま
せん。真

しん

珠
じゅ

の養
よう

殖
しょく

が行われているのは⑳伊
勢志摩国立公園です。
問７　 A2 変換想起
　㉛の奄美群島国立公園は、奄美大島から
与論島までの８つの島々からなる国立公園
で、国立公園内にはアマミノクロウサギの
他、アマミトゲネズミやルリカケスなど多
くの固有種が分布しています。アマミノク
ロウサギは奄美大島と徳之島に分布してい
る、原始的形態を残したウサギです。
問８　 A2 変換想起
　「長

なが

崎
さき

と天草地方の潜
せん

伏
ぷく

キリシタン関連
遺産」が、2018年５月にユネスコの諮

し

問
もん

機
関から世界文化遺産登録の勧

かん

告
こく

を受け、世
界遺産に登録される見通しとなりました。
この遺産は熊本県の天草地方や長崎県の五
島列島、平戸島などにまたがっていて、長
崎県の西海国立公園と長崎県、熊

くま

本
もと

県、鹿
児島県の雲仙天草国立公園内にあります。

問９　 A2 想起 変換 カテゴライズ
　国立公園が設置されていない５県の2017
年の人口は、愛知県が約752万５千人、千
葉県が約624万６千人、茨

いばら

城
き

県が約289
万２千人、滋

し

賀
が

県が約141万３千人、佐
さ

賀
が

県が約82万４千人です。

問10　 A2 想起 変換 カテゴライズ
　北

ほく

緯
い

30度の緯
い

線
せん

は屋久島の南、小笠原
諸島の北を通っていますので、奄美群島・
やんばる・慶良間諸島・西表石垣・小笠原
の５つの国立公園が、北緯30度以南にあ
ることになります。
問11　 A2 変換想起
　神

か

奈
な

川
がわ

県西部にある芦
あし

ノ
の

湖
こ

は、早川がせ
き止められて形成された堰

せき

止
と

め湖で面積約
７km2です。富士箱根伊豆国立公園内にあ
ります。

2　日本の歴史に関する問題
問１　 A1 想起
　『魏

ぎ

志
し

』倭
わ

人
じん

伝
でん

には３世紀初め頃
ころ

の日本
の様子が描

か

かれていて、邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

や卑
ひ

弥
み

呼
こ

についても記されています。『宋
そう

書
じょ

』倭
わ

国
こく

伝
でん

には５世紀頃の日本の様子が、『後
ご

漢
かん

書
じょ

』
東
とう

夷
い

伝
でん

には１世紀半ば頃の日本の様子が、
『漢書』地理志には、紀元前１世紀頃の日
本が100余りの国に分かれていたことが描
かれています。
問２　 A2 比較・対照想起
　イは奈

な

良
ら

時代、ウは江
え

戸
ど

時代、エは鎌
かま

倉
くら

時代のことです。
問３　 A1 想起
　1609年に薩

さつ

摩
ま

藩
はん

の島
しま

津
づ

家
いえ

久
ひさ

は、約3000
名の軍勢を派

は

遣
けん

して琉
りゅう

球
きゅう

王国を侵
しん

略
りゃく

し国王
を捕

と

らえました。この結果琉球王国は日本
と中国両方に服属する形となりました。長

ちょう

州
しゅう

藩
はん

は毛利、加賀藩は前田、土
と

佐
さ

藩は山内
が藩
はん

主
しゅ

の名前です。
問４　 A1 想起
　幕
ばく

府
ふ

は神の下の平等を説くキリスト教の
信者が団結して一

いっ

揆
き

を起こすことや、ポル
トガル・スペイン両国による侵略を恐

おそ

れた
こと、経

けい

済
ざい

力
りょく

のあるキリシタン大名と信者
が結びつくことを防ぐこと、などの理由か
らキリスト教を厳

きび

しく禁止し、キリシタン
摘
てき

発
はつ

のための絵
え

踏
ふみ

を九州北部を中心に厳し
く実
じっ

施
し

していきました。
問５　 A1 想起
　松
まつ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

は新しい俳
はい

句
く

を芸術的に大成し
た人物で、「奥

おく

の細道」は弟子の曽
そ

良
ら

と
1689年から東北・北陸地方を旅したとき
の紀行文です。近松門左衛門は歌

か

舞
ぶ

伎
き

や人
にん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

の脚
きゃく

本
ほん

家
か

、歌川広重は「東海道
五十三次」などを描

えが

いた浮
うき

世
よ

絵
え

師
し

、井
い

原
はら

西
さい

鶴
かく

は庶
しょ

民
みん

の生活を浮
うき

世
よ

草
ぞう

子
し

と呼
よ

ばれる小説
に残した人物です。
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問６　 A2 カテゴライズ想起
　幕府が1843年に出した、江戸や大阪周
辺の大名領や旗本領を、替

か

え地
ち

を与えたう
え、直

ちょっ

轄
かつ

領
りょう

にしようとした命令を上知令と
いいます。上知令は大きな反対をまねき、
その結果天保の改革を主導した水

みず

野
の

忠
ただ

邦
くに

は
失
しっ

脚
きゃく

し、改革は失敗に終わりました。ア・ウ・
エは徳

とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

によって行われた享
きょう

保
ほう

の改
かい

革
かく

の内容です。
問７　 A2 カテゴライズ想起
　朱
しゅ

子
し

学
がく

は君臣の身分の差を認
みと

め、為
い

政
せい

者
しゃ

としての武士に心がまえを説く学問だった
ために、主に旗本や御

ご

家
け

人
にん

たちが学んでい
た昌

しょう

平
へい

坂
ざか

学
がく

問
もん

所
しょ

では、朱子学以外の学問の
講義・研究が松平定信によって禁止されま
した。これを寛

かん

政
せい

異
い

学
がく

の禁
きん

といいます。国
学は本居宣長が大成した、日本の古典を研
究する学問、蘭学（洋学）は医学・天文学
などの西洋の実用学を学ぶ学問、農学は農
業を研究する学問で、江戸時代には宮崎安
貞の『農業全書』、大

おお

蔵
くら

永
なが

常
つね

の『広益国産考』
などが著されました。
問８　 A2 カテゴライズ想起
　安政の大

たい

獄
ごく

は、日
にち

米
べい

修
しゅう

好
こう

通
つう

商
しょう

条
じょう

約
やく

を朝
ちょう

廷
てい

の許しを得ないまま幕府の大老であった井
い

伊
い

直
なお

弼
すけ

が結んだことに対して、反対する
人々を徹

てっ

底
てい

的
てき

に処
しょ

罰
ばつ

したものです。その結
果恨

うら

みを買った井伊直弼は1860年に桜田
門外で暗殺されました。モリソン号事件と
大
おお

塩
しお

平
へい

八
はち

郎
ろう

の乱
らん

が起きたのは1837年のこ
とです。日米修好通商条約は1858年に結
ばれました。
問９　 A2 比較・対照想起
　版
はん

籍
せき

奉
ほう

還
かん

は大久保利通や木
き

戸
ど

孝
たか

允
よし

らの建
議により、1869年に諸

しょ

藩
はん

主
しゅ

が土地と人民
を返上した改革です。薩摩、長州、土佐、
肥前の４藩主が願い出、他の藩主もこれに
ならいました。アは学制、イは廃

はい

藩
はん

置
ち

県
けん

の

ことです。
問10　 A2 比較・対照想起
　大
だい

日
にっ

本
ぽん

帝
てい

国
こく

憲
けん

法
ぽう

は、主に君主の権
けん

力
りょく

が強
いドイツ（プロシア）の憲法を参考に、伊

い

藤
とう

博
ひろ

文
ぶみ

らが中心となって作成し、天
てん

皇
のう

が臣
しん

民
みん

に与
あた

えるという形で1889年２月11日に
発布されました。この憲法では主

しゅ

権
けん

が天皇
にあり、臣民には制限された権

けん

利
り

しか認め
られていませんでした。現在の日本国憲法
から見ると、基

き

本
ほん

的
てき

人
じん

権
けん

の尊
そん

重
ちょう

などで不十
分な点が多いものでしたが、この憲法が発
布されたことにより、日本は東アジアで最
初に、憲法に基づいて政治が行われる立

りっ

憲
けん

君
くん

主
しゅ

国
こく

となりました。イは正しくは「衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

、貴
き

族
ぞく

院
いん

の両院からなる」です。

問11　 B2 変換 統合 理由・根拠
　1929年にアメリカ合

がっ

衆
しゅう

国
こく

で起きた世
せ

界
かい

恐
きょう

慌
こう

は、瞬
またた

く間に世界中を不
ふ

況
きょう

に陥
おとしい

れま
した。日本は最大の輸出品であった生糸の
輸出先のアメリカ合衆国が深

しん

刻
こく

な不況に陥
おちい

ったため、大きな影
えい

響
きょう

を受けました。アメ
リカ合衆国は不況克

こく

服
ふく

のために「新規まき
直し」という意味のニューディール政

せい

策
さく

を
実
じっ

施
し

しました。世界恐慌により深刻な経済
不況に陥った世界各国は、アメリカ・イギ
リス・フランスなどの、国内資源や植民地
を有している「持てる国」と、日本・ドイ
ツ・イタリアなどの「持たざる国」に分か
れ、持たざる国では軍部による独

どく

裁
さい

政治を
目指すファシズムが生まれてきました。
問12　 A2 カテゴライズ想起
　日本は1940年にドイツ・イタリアと日
独伊三国同

どう

盟
めい

に調印しましたが、このこと
により日本とアメリカ合衆国の対立が決定
的となり、太平洋戦争につながっていきま
した。
問13　 A1 想起
　非

ひ

核
かく

三
さん

原
げん

則
そく

は核
かく

兵
へい

器
き

を「もたず、つくら
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ず、もちこませず」という方
ほう

針
しん

を守ろうと
掲
かか

げた方針で、1967年の佐
さ

藤
とう

栄
えい

作
さく

首相の
国会での答弁に始まります。このことによ
り佐藤首相は、1974年にノーベル平和賞
を受賞しました。
問14　 A1 想起
　冷戦はアメリカ合衆国を中心とする資本
主義国と、ソ連を中心とする社会主義国の
間の戦火を交えない対立のことです。資本
主義と社会主義では経済体制が異

こと

なりまし
た。

3　地方自治に関する問題
問１　 A1 想起
　「地方自治は民主主義の学校である。」と
言ったのはイギリスのブライスで、地方自
治は住民にとって身近な問題から政治に参
加できる貴

き

重
ちょう

な機会で、この経験が民主主
義の理解に役立つ、という意味です。
問２　 A1 想起
　総務省は地方自治体との連

れん

絡
らく

などを行う
他に、公務員制度、消防・防災、郵

ゆう

政
せい

、放
送や情報・通信に関する仕事などを行って
います。
問３　 A1 想起
　条例は、地方議会の議決により成立する
地方自治体の法規のことで、法

ほう

律
りつ

の範
はん

囲
い

内
ない

で制定することができます。
問４　 A1 想起
　地方自治体においても、三

さん

権
けん

分
ぶん

立
りつ

の考え
方に基づいて首長は地方議会に対して解

かい

散
さん

権
けん

や拒
きょ

否
ひ

権
けん

を持ち、地方議会は首長に対し
て不信任決議権を持っています。地方議会
は国会に相当する機関ですが、国会と異な
り一院制となっています。
問５　 A2 比較・対照想起
　首長のうち都道府県知事に立

りっ

候
こう

補
ほ

できる
のは満30歳

さい

以上、市町村長については満25

歳以上となっています。
問６　 A2 カテゴライズ想起
　地方自治体はゴミの収

しゅう

集
しゅう

や警
けい

察
さつ

、消防の
仕事など、民間の会社で行いにくい仕事を
国と分

ぶん

担
たん

して行っていますが、これを公共
サービスといいます。地方自治体が行って
いない仕事として、地

ち

方
ほう

裁
さい

判
ばん

所
しょ

の運営など
司法に関することの他に、郵便に関するこ
と、外交に関することなどがあります。
問７　 A2 比較・対照想起
　副知事の解職や議会の解散などの請

せい

求
きゅう

に
は有

ゆう

権
けん

者
しゃ

の３分の１以上の署
しょ

名
めい

が必要で、
請求先は選挙管理委員会となっています。
問８　 A1 想起
　オンブズマンは地方自治体や首長、議員
などが不正を行わないように、住民の中立
的な立場で政治を監

かん

視
し

する人のことです。
ケアマネージャーは高

こう

齢
れい

者
しゃ

などの介
かい

護
ご

の計
画を立てる仕事、ノーマライゼーションは
高齢者や社会的な弱者を特別扱

あつか

いしない考
え方のこと、レファレンダムは住民投票の
ことです。
問９
　（１）　 B1 比較・対照変換
　現在、本来の収

しゅう

入
にゅう

である地方税収入が歳
さい

入
にゅう

の40％程度にすぎない地方自治体が多く
なっています。不足分は地

ち

方
ほう

債
さい

を発行する
ことと、国から地方交付税と国庫支出金（い
わゆる補

ほ

助
じょ

金
きん

）を受け取ることで補
おぎな

います。
地方交付税と国庫支出金は地方税収入の不

ふ

均
きん

衡
こう

を是
ぜ

正
せい

するなどのためのものですが、
地方財政の歳入に占

し

める割
わり

合
あい

が大きく、そ
のため「３割自治」（４割自治）などという
言葉が生まれています。東京都は2015年度
の歳入額が都道府県別で第１位、鳥取県は
第47位でした。
　（２）　 A1 想起
　ふるさと納

のう

税
ぜい

制度は、好きな地方自治体
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を選びそこにお金を寄付することで、自分
の居住している地方自治体への住民税が差
し引かれる制度のことです。地方自治体に
よっては寄付された金額によって高額な特
産品などを贈

おく

るところもあったため、その
額が高額過ぎるのでは、と問題になり、法
律が改正されました。

4　財政と税に関する問題
問１　 A2 比較・対照想起
　財政とは、国や地方自治体が国民や住民
が納
おさ

めた税金を使って民間の企
き

業
ぎょう

ではでき
ない公共のサービスや施

し

設
せつ

を提
てい

供
きょう

したり、
収入の不平等をある程度解消する所得の再
分配を行ったり、景気が過熱したり落

お

ち込
こ

んだりしないように景気を調整するなどの
役
やく

割
わり

を持っています。アの働きはありませ
ん。
問２　 A1 想起
　財務省は国の予算や税制度の立案などを
行う省

しょう

庁
ちょう

です。予算配分の権
けん

限
げん

を持ってい
るため、各省庁への影響力は強くなってい
ます。
問３　 A1 想起
　2018年度の予算は約97兆7128億円で、
一
いっ

般
ぱん

会計歳
さい

出
しゅつ

の名目は割合順に社会保
ほ

障
しょう

関
係費が約33.7％、国債費が約23.8％、地方
交付税交付金が約15.7％となっています。
問４　 A1 想起
　国債とは国が財政支出を税

ぜい

収
しゅう

で賄
まかな

いきれ
ないときに、必要な資金を調達するために
発行される債

さい

券
けん

のことです。国債を購
こう

入
にゅう

し
た人に利子の支

し

払
はら

いなどを行うための費用
が国債費です。
問５　 B2 具体・抽象変換
　累
るい

進
しん

課税制度は所得が増えるにつれて税
率が上がる制度で、所得税や相続税などに
採用されています。

問６　 A1 想起
　関税は国税のうちの間接税で、貿易にか
かる税金です。多くは製品を輸入するとき
に課せられています。
問７
　（１）　 B1 変換
　消費税率は、税額÷品物（サービス）の
価格×100で求められます。
　（２）　 A2 比較・対照想起
　消費税は商品・サービスを購入するとき
に課せられる税です。消費税は所得の多少
にかかわらず一

いち

律
りつ

に課税されるため、公平
に税を取ることができる反面、貧富にかか
わらず同じ金額が課せられるため、結果的
に不公平になってしまうという短所があり
ます。2018年現在の税率は８％で、2019
年10月１日から10％に引き上げられる予
定です。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限に従っていない場合
　…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
  …－１点
・�文章・文末表現の不備がある場合
  …－１点
�4問５
　「税率」の語句が使用されていない場合
　…不正解
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小学6年  理科  ── 解答と解説
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【解　説】

1　水溶液の反応についての問題

（1） A1 知識

　塩化水素（気体）を水に溶
と

かした強い酸性

の塩酸と金属のマグネシウムが反応する

と、水素が発生します。

（2） A2 知識 比較

　水素は無色無臭で、水に溶けにくく、空

気とくらべて約0.07倍の重さしかないとて

も軽い気体です。また、可燃性の気体なの

で火のついた線香などを用いて点火する

と、『ポン』と音を立てて小さなばく発が起

こって、水ができます。

（3） B2 抽出 根拠 具体

　表により、加えた塩酸の量を５cm3ずつ増

やしていくと、発生した気体の量も200cm3

ずつ増えているので、横軸が５でたて軸が

200、横軸が10でたて軸が400となる場所に

点を書き、この２点を通るように直線を記

入します。加えた塩酸の量が15cm3と20cm3

のときは、発生する気体の量が500cm3のま

ま変わらなくなっているため、たて軸が

500のままになるように真横に直線を書き

ます。そして、この２つの直線が500の高

さで１回だけ折れ曲がるように書いたもの

が答えのグラフになります。はじめに加え

たマグネシウムがすべてとけるまでは、発

生する気体の量も

規則正しく増える

ため、右図のよう

に、２か所で折れ

曲がるように書い

たグラフは正しく

ありません。

（4） B1 抽出 根拠

　加えた塩酸の量が５cm3のときは200cm3

の気体が発生していますが、１gのマグネ

シウムをすべてとかしたときには500cm3

の気体が発生しているため、5× 500
200 ＝

12.5（cm3）の塩酸を加えたときが過不足な

く反応する量だとわかります。

（5） B1 根拠 知識

　加えた塩酸の量が10cm3のときは、発生

する気体の量が上限には達していないた

め、加えた塩酸はすべて反応に使われてい

て、水溶液は中性になっています。一方、

加えた塩酸の量が20cm3のときは、発生す

る気体の量がすでに上限に達しているた

め、加えた塩酸の一部があまっていて、水

溶液は酸性になります。BTB溶液は酸性

の水溶液に数滴たらすと黄色に、中性では

緑色に、アルカリ性では青色になります。

（6） B1 根拠 変換

　加えた塩酸の量が５cm3のときは200cm3

の気体が発生するため、加えた塩酸の量を

９cm3に変えると、発生する気体の量は上

限 に 達 す る こ と な く、200× 9
5 ＝360

（cm3）の気体が発生します。

（7） B1 根拠 変換

　１gのマグネシウムに12.5cm3の塩酸を加

えると、どちらもあまることなく反応して

500cm3の気体（水素）が発生しています。そ

こで、マグネシウムの量を1.5÷1＝1.5（倍）

に、加える塩酸の量を20÷12.5＝1.6（倍）

にしたときは、マグネシウムは全て反応し

ますが、増やしすぎた塩酸があまってしま

うため、発生する気体の量は1.5倍にしか

ならないので、500×1.5＝750（cm3）の水素0 5 10 15 20 25 30

600

500

400

300

200

100

0
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が発生すると考えられます。

2　いろいろな動物についての問題

（1） A1 知識
　ヒトの精子と卵子が１つになったもの

（これを受精卵といいます）は、母親の子
し

宮
きゅう

の中で酸素と栄養分をもらいながら成長し

ます。

（2） A1 知識
　ヒトの受精卵は細胞分裂をくり返しなが

らからだを大きくして、およそ38週間ほ

ど経過するとうまれてきます。ヒトがうま

れるときの標準的な身長は50cm、体重は

３kgほどになります。

（3） A1 知識
　イヌやサルはヒトと同じように卵の状態

でうまれることはなく、ある程度母親の子

宮の中で成長させてから子をうみます。こ

のようなうみ方をするなかまを『ほ乳
にゅう

類
るい

』と

よんでいます。

（4） A2 知識 分類

　水中で生活するイルカやクジラ、空を飛

ぶことができるコウモリなどもほ乳類のな

かまにあてはまります。一方、サメはから

のない卵を水中にうむ魚類のなかまで、ペ

ンギンはからのある卵を陸上にうむ鳥類の

なかまです。

（5） A2 知識 比較

　イヌやサルのようなほ乳類は、体温がほ

ぼ一定にたもたれていて（このような動物

を恒
こう

温
おん

動物といいます）、一生を肺で呼吸

して酸素を体内に取りこみます。キジのよ

うな鳥類も恒温動物で、は虫類やほ乳類と

同様に一生を肺で呼吸しています。また、

からのある卵を陸上にうんでなかまを増や

します。

（6） A2 知識 比較

　せきつい動物の心臓は、進化にともなっ

て内部が多くの部屋に分かれるようにな

り、酸素を多くふくむ血液とそうでない血

液が混ざりあいにくくなっています。キジ

のような鳥類とイヌやサルのようなほ乳類

の心臓にはエのような２つの心房と２つの

心室がありますが、魚類はイのような１心

房１心室、両生類はウのような２心房１心

室、は虫類はアのような心室のかべが不完

全な２心房２心室になっています。

3　ばね・浮力・かっ車についての問題

（1） B1 抽出 変換

　ばねAは、20gのおもりをつるすと９cm

になり、60gのおもりをつるすと15cmにな

ることから、60－20＝40（g）重さが増える

ことで、15－9＝6（cm）ばねがのびたとわ

かります。したがって、ばねAに20gのお

もりをつるしたときは３cmだけのびてい

て、ばねAに何もつるさないときの長さ（こ

れを自然長といいます）は、9－3＝6（cm）

と求められます。

（2） B1 抽出 変換

　ばねにつるすおもりの重さを２倍・３倍

…とすると、ばねののびも２倍・３倍…に

なるため、ばねAにつるすおもりの重さを

20gから４倍の80gに増やすと、ばねAのの

びも４倍の、3×4＝12（cm）になります。

したがって、ばねAに80gのおもりXをつる

したときは、はじめに６cmだったばねAが

12cmのびて、6＋12＝18（cm）になります。
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（3） B1 根拠 変換

　液体中にある物体は、その物体が押しの

けた液体の重さの分だけ浮力を受けます。

（これをアルキメデスの原理といいます。）

図２のように、10cm3のおもりXがすべて

水中にしずむと、10cm3の水が押しのけら

れることになり、水１cm3は１gなので、お

もりXが受ける浮力の大きさは10gになり

ます。すると、ばねAに80－10＝70（g）の

おもりをつるしたのと同じ状態となり、

20gのおもりをつるすと３cmのびるばねA

は、3× 70
20 ＝10.5（cm）のびて、6＋10.5＝

16.5（cm）になります。

（4） B2 根拠 置換 変換

　10cm3のおもりXのちょうど半分だけが

食塩水にしずむと、５cm3の食塩水が押し

のけられます。一方、図３の状態でばねA

は17.16－6＝11.16（cm）だけのびていて、

20gのおもりをつるすと３cmのびるばねA

には、20× 11.16
3 ＝74.4（g）のおもりがつ

るされたのと同じ状態になっていることか

ら、80－74.4＝5.6（g）の浮力が発生してい

ることもわかります。したがって、押しの

けられた５cm3の食塩水の重さが5.6gであ

ることから、この食塩水の比重は、5.6÷5

＝1.12（g）と求められます。

（5） B1 根拠 変換

　20gの動かっ車につるされた80gのおも

りは、この動かっ車につながる２本のひも

によって支えられているため、ひも１本あ

たり、（20＋80）÷2＝50（g）の力で引いて

いると考えられます。動かっ車にかかる左

側のひもは天井がこの50gを支えています

が、右側のひもは定かっ車によって力の向

きが変えられているので、50gより大きい

力で下向きに手で引くことによっておもり

Yが持ち上がります。

（6） B1 根拠 変換

　ひものはしを10cm引き下げると、動かっ

車にかかる右側のひもは10cm引き上げら

れますが、動かっ車の部分でひもは２つに

折りたたまれたようになっているため、お

もりは半分の５cmしか持ち上がりません。

（7） B1 根拠 変換

　80gのおもりが直接つるされている動か

っ車にかかる２本のひもそれぞれには、

（20＋80）÷2＝50（g）の力が加わっていま

す。そして、右側のひもに加わるこの50g

の力ともうひとつの動かっ車が、これにか

かる２本のひもによって支えられるので、

（20＋50）÷2＝35（g）の力でひものはしを

引けばよいとわかります。

（8） B2 根拠 置換 変換

　図６のかっ車とおもりの組み合わせを、

右図のようにおもりZ

をＡとＢの２つに分け

て考えます。まず、ひ

ものはしを30gの力で引

くと持ち上がったこと

から、２つに分けたお

もりのうちBの部分の

重さは30gだとわかりま

す。またAの部分の重

さは、『20gの動かっ車』、『Bの部分の重さ』、

『ひものはしを引く力』の合計と等しくなっ

ているので、Aの部分の重さは20＋30＋30

＝80（g）だとわかります。これらのことか

らおもりZの重さは、80＋30＝110（g）と求

A B
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められます。

（9） B2 根拠 置換 変換

　ひもを引き下げる長さについても、おも

りＺを（8）と同じようにＡとＢに分割して

考えます。まず、Ｂの部分だけを10cm持

ち上げるためには、ひものはしを10cm引

き下げる必要があります。さらに、Ａの部

分を10cm持ち上げるには、動かっ車自体

を10cm引き下げなければなりません。Ｂ

の部分を動かさずに動かっ車を10cm引き

下げるには、ひものはしを10×2＝20（cm）

引き下げる必要があります。したがって、

おもりＺを10cm持ち上げるためには、ひ

ものはしを10＋20＝30（cm）引き下げれば

よいことになります。

4　地
じ

震
しん

についての問題

（1） A1 知識
　地震の規模を表すマグニチュード（M）の

値は、震源で発生したエネルギーの大きさ

を計算によって求めたものです。

（2） A2 知識 比較

　それぞれの観測地点においてのゆれの大

きさ（震
しん

度
ど

）は、0・1・2・3・4・5弱・5強・

6弱・6強・7の10段階の数字で表すと決め

られています。

（3） A2 知識 抽出

　地震が発生すると震源からはP波とS波

という２種類の伝わる速さが異なる地震波

が同時に出ていて、観測している地点には

先に到着するP波によって初期微動とよば

れる細かいゆれが起こり、後から到着する

遅いS波によって主要動とよばれる激しい

ゆれがおこります。

（4） A1 知識
　震源からのきょりが遠くなるほど、S波

が到着するまでの時間が長くなるので、震

源に近い観測地点で強いP波を感じ取った

ときに、周辺の地域にその情報を『緊
きん

急
きゅう

地
じ

震
しん

速
そく

報
ほう

』としてテレビ・ラジオ・携帯電話

などを利用して伝えることで、机の下にか

くれたり、台所の火を消したりすることが

できるので、地震による被害を減らすこと

ができます。

（5） B1 抽出 比較

　震源に近い地点ほど、小さいゆれを起こ

すP波も早く到達することから、８時45分

18秒にP波が到達しているC地点、８時45

分25秒にP波が到達しているA地点、８時

45分33秒にP波が到達しているD地点、８

時45分51秒にP波が到達しているB地点の

順で、震源から遠ざかっていることがわか

ります。

（6） B1 抽出 変換

　C地点とD地点では、震源までのきょり

に75kmの差があり、この２地点にP波が伝

わるのに15秒の差があったことから、こ

の地震においてP波の伝わる速さは、75÷

15＝5（km/秒）だったとわかります。同様

に、S波が伝わるのには25秒の差があった

ことから、S波の伝わる速さは、75÷25＝

3（km/秒）だったとわかります。

（7） B1 根拠 変換

　Ｐ波とＳ波はそれぞれ地震が発生したと

同時に震源から一定の速度で周辺へと広が

っていきます。このことから、図３の地震

計の記録を、たて軸を『（震源からの）きょ

り』、横軸を『（ゆれが伝わる）時間』のグラ
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フに見立てて考えます。

　図３において、Ｐ波が到着することによ

ってＣ地点とＤ地点で細かいゆれが始まっ

た時刻を示す２点を通過するようなＰ波が

伝わっていくようすを示す直線を引きま

す。同様に、Ｓ波が到着することによって

激しいゆれが始まった時刻を示す２点を通

過するようなＳ波が伝わっていくようすを

示す直線も引きます。この２つの直線が交

わる位置が震源となり、この位置が示して

いる時間である８時45分15秒が地震発生

時刻だと考えられます。

（8） B1 根拠 変換

　（7）により、この地震の発生した時刻が

８時45分15秒だとわかったので、その３

秒後に５km/秒で伝わるＰ波が到着したＣ

地点の震源距離は、5×3＝15（km）、地震

発生時刻から18秒後にＰ波が到着したＤ

地点の震源距離は、5×18＝90（km）と求め

られます。Ｃ地点とＤ地点の震源きょりは

90−15＝75kmはなれているので、この答

えが正しいことが確かめられます。

（9） B2 抽出 比較 具体

　Ｐ波が到達してからＳ波が到達するまで

の『細かいゆれが続いた時間』を、「初
しょ

期
き

微
び

動
どう

継
けい

続
ぞく

時
じ

間
かん

」といいます。震源からのきょ

りが15kmのC地点で初期微動継続時間が

２秒となっていて、その（90÷15＝）６倍

はなれたD地点での初期微動継続時間が12

秒となっていることから、震源きょりと細

かいゆれが続いた時間（初期微動継続時間）

は（正）比例の関係にあると考えられます。

（10） B1 根拠 変換

　図３により、B地点での初期微動継続時

間が24秒となっているので、（9）の関係を

用いてB地点の震源きょりを求めると、15

× 24
2 ＝180（km）とわかります。また、地

震の発生時刻が８時45分15秒で、Ｂ地点

にはＰ波が８時45分51秒に到達している

ことから、Ｐ波が伝わるのに36秒かかっ

ているので、Ｂ地点の震源きょりは5×36

＝180（km）と計算することもできます。
Ｃ
震源

75km

Ｄ

8時45分00秒 30秒 8時46分00秒 30秒

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限にしたがっていな
い場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
  …－１点
・�文章表現の不備がある場合
  …－１点
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【
解　

説
】

　
�　

は
ら
だ
み
ず
き
の
「
帰
宅
部
ボ
ー
イ
ズ
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

　

友
人
「
カ
ナ
ブ
ン
」
と
共
に
過
ご
し
言
葉
を
交
わ
す
う
ち
に
大
切

な
こ
と
に
気
づ
い
て
い
く
「
僕ぼ
く

」
の
心
の
動
き
や
、「
カ
ナ
ブ
ン
」
の

言
葉
や
表
情
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

問
一　

Ａ
１
知
識

　
　
「
も
っ
た
い
ぶ
る
」
は
、
重
要
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す

る
た
め
に
、
重
々
し
く
ふ
る
ま
う
様
子
を
表
す
言
葉
で
す
。

問
二　

Ｂ
１
抽
象
化
推
論

　
　

友
人
の
「
カ
ナ
ブ
ン
」
は
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
が
開
け
た
穴
の
こ
と

を
よ
く
知
っ
て
い
た
り
軍
手
や
ド
ラ
イ
バ
ー
を
用
意
し
て
い
た
り

す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
虫
に
興
味
が
あ
り
日
ご
ろ
か
ら
虫
採
り
に
親

し
ん
で
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

━
線
②
の
後

の
「
カ
ナ
ブ
ン
は
平
気
で
道
を
…
…
」
か
ら
も
「
僕
」
を
気き

遣づ
か

う

こ
と
を
忘
れ
て
夢
中
に
な
っ
て
い
る
様
子
が
読
み
取
れ
ま
す
。

問
三　

Ａ
２
知
識
関
係

　
　

A

は
ク
ワ
ガ
タ
を
一い
っ

匹ぴ
き

も
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
「
カ
ナ
ブ

ン
」
が
「
時
期
が
ま
だ
少
し
早
い
の
か
な
」
と
話
す
場
面
で
す
。「
首

を
か
し
げ
る
」
は
不
思
議
に
思
う
と
き
の
し
ぐ
さ
で
す
。

B
は
あ

だ
名
の
由
来
を
語
る
「
カ
ナ
ブ
ン
」
の
言
葉
を
さ
え
ぎ
っ
て

「
僕
」
が
話
し
か
け
る
場
面
で
す
。「
口
を
挟は
さ

む
」
は
他
人
が
話
し
て

い
る
と
き
に
割
り
込
ん
で
話
す
こ
と
を
表
し
ま
す
。

C
は
「
カ
ナ

ブ
ン
」
が
け
が
を
し
た
と
き
の
生
々
し
い
様
子
を
「
僕
」
が
聞
い
て

い
る
場
面
で
す
。「
顔
を
し
か
め
る
」
は
苦
痛
の
た
め
に
、
ま
ゆ
や

ひ
た
い
に
し
わ
を
寄
せ
る
表
情
で
す
。

問
四　

Ｂ
１
置
換

　
　

━
線
③
の
後
の
「
僕
ら
は
そ
の
正
体
を
た
し
か
め
る
た
め
に

…
…
」
以
降
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。「
黄
土
色
に
鈍に
ぶ

く
光
る
ず
ん

ぐ
り
と
し
た
甲こ
う

虫ち
ゅ
う

」
は
カ
ナ
ブ
ン
で
す
。
虫
の
カ
ナ
ブ
ン
と

金か
な

崎さ
き

文ふ
み

彦ひ
こ

の
あ
だ
名
の
「
カ
ナ
ブ
ン
」
を
混
同
し
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
五　

Ｂ
１
理
由
具
体
化

　
　

━
線
④
の
言
葉
や
、
そ
の
前
の
「
僕
は
が
っ
か
り
し
た
声
を

漏も

ら
し
た
」
か
ら
、「
僕
」
に
と
っ
て
カ
ナ
ブ
ン
は
期
待
外
れ
の
虫

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
し
ば
ら
く

た
っ
た
後
、
友
人
の
「
カ
ナ
ブ
ン
」
が
虫
の
カ
ナ
ブ
ン
と
カ
ブ
ト

ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
を
比
べ
て
話
し
て
い
る
場
面
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。

━
線
の
周
辺
だ
け
で
な
く
、
物
語
の
全
体
を
見み

渡わ
た

す
こ
と

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
六　

Ｂ
１
理
由

　
　

━
線
⑤
は
ク
ワ
ガ
タ
採
り
を
終
え
た
後
の
「
僕
」
の
言
葉
で

す
が
、
ク
ワ
ガ
タ
が
採
れ
な
か
っ
た
「
カ
ナ
ブ
ン
」
を
慰な
ぐ
さ

め
る
言

葉
を
か
け
て
い
る
「
僕
」
が
、
ク
ワ
ガ
タ
採
り
を
「
疲
れ
ち
ゃ
っ

た
よ
」
と
は
言
わ
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
言
葉
の
前
に
は
同
じ
く

「
僕
」
の
、
部
活
動
よ
り
も
「
カ
ナ
ブ
ン
」
と
遊
ん
で
い
る
ほ
う
が

楽
し
か
っ
た
こ
と
を
語
る
言
葉
が
あ
り
、
こ
の
言
葉
は
「
僕
」
の

悩な
や

み
の
種
で
あ
る
部
活
動
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
「
カ
ナ
ブ
ン
」
は
「
人
生
、
楽
し
ま

1
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な
い
と
な
」
と
は
げ
ま
し
て
い
ま
す
。

問
七　

Ｂ
１
比
較
抽
象
化

　
　

━
線
⑥
直
前
の
「
苗み
ょ
う

字じ

の
こ
と
で
い
じ
め
ら
れ
て
る
の
を
見

て
」
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。
自
分
で
は
選
べ
な
い
苗
字
の
た
め
に

い
じ
め
ら
れ
る
と
い
う
内
容
と
、

━
線
⑥
直
後
の
「
自
分
が
小

さ
く
生
ま
れ
た
」
こ
と
、「
今
の
家
に
生
ま
れ
た
」
こ
と
の
共
通
点

は
、
好
き
で
選
ん
だ
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
点
で
す
。

問
八　

Ｂ
１
理
由

　
　
「
カ
ナ
ブ
ン
」
の
バ
ッ
ク
転
に
対
す
る
思
い
は

━
線
⑦
の
段
落

全
体
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
父
親
に
つ
い
て
「
カ
ナ
ブ
ン
」
が
唯ゆ
い

一い
つ

知
っ
て
い
る
の
が
「
後
ろ
向
き
の
と
ん
ぼ
返
り
の
う
ま
い
人
だ
っ

た
」
こ
と
で
あ
り
、「
だ
か
ら
」
何
度
も
何
度
も
バ
ッ
ク
転
を
練
習

し
た
の
だ
と
話
し
て
い
ま
す
。
バ
ッ
ク
転
は
父
親
と
の
た
だ
一
つ

の
つ
な
が
り
な
の
で
す
。
選せ
ん

択た
く

肢し

の
ア
は
「
バ
ッ
ク
転
を
し
て
い

れ
ば
～
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
た
」、
ウ
は
「
だ
れ
に
も
負
け
な
い
～

自
信
が
あ
っ
た
」
を
表
す
内
容
が
本
文
に
あ
り
ま
せ
ん
。
エ
は
「
父

親
に
教
え
て
も
ら
っ
た
」
が
誤
り
で
す
。

問
九　

Ｂ
１
抽
象
化

　
　　
線
（
ａ
）
で
「
僕
」
が
「
お
れ
も
カ
ナ
ブ
ン
だ
な
」
と
言
っ

た
と
き
の
「
カ
ナ
ブ
ン
」
は
「
ぷ
っ
と
ふ
き
だ
し
」
て
笑
っ
て
い

た
の
で
す
が
、「『
で
も
な
』
と
カ
ナ
ブ
ン
は
…
…
」
以
降
、
彼
は

と
て
も
真し
ん

剣け
ん

な
調
子
で
青
緑
色
に
輝か
が
や

く
カ
ナ
ブ
ン
の
話
を
始
め
ま

す
。
彼
は
、
そ
の
青
緑
色
の
カ
ナ
ブ
ン
が
「
人
に
ど
う
思
わ
れ
よ

う
が
、
自
分
は
自
分
」
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
気
づ
か
せ
て
く
れ

た
の
だ
と
話
し
ま
す
。
そ
の
言
葉
か
ら
「
そ
の
カ
ナ
ブ
ン
に
も
う

一
度
会
い
た
い
」
と
述
べ
る
「
カ
ナ
ブ
ン
」
の
気
持
ち
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
十　

推
論

Ｂ
１

具
体
化

理
由

　
　　
線
（
ａ
）
の
前
に
「
そ
ん
な
こ
と
い
っ
た
ら
～
カ
ナ
ブ
ン

じ
ゃ
な
い
か
」
と
あ
り
、「
僕
」
が
虫
の
カ
ナ
ブ
ン
に
共
感
し
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
後
の
「
認
め
て
し
ま
う
と
、
な

ぜ
だ
か
気
が
楽
に
な
っ
た
」
か
ら
は
、
受
け
入
れ
た
こ
と
で
す
っ

き
り
し
た
心
情
が
読
み
取
れ
ま
す
。　
線
（
ｂ
）
は
問
九
で
触

れ
た
「
カ
ナ
ブ
ン
」
の
思
い
に
「
僕
」
が
共
鳴
し
た
言
葉
で
す
。「
そ

の
と
き
僕
は
…
…
」
の
段
落
も
ヒ
ン
ト
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

�　

川か
わ

井い

龍り
ゅ
う

介す
け

「
伝
え
る
た
め
の
教
科
書
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。
社

会
の
中
で
や
り
と
り
さ
れ
る
文
書
を
書
く
上
で
、
相
手
の
こ
と
を
考

え
て
工
夫
す
る
こ
と
が
ど
れ
だ
け
重
要
な
こ
と
で
あ
る
か
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
比ひ

喩ゆ

や
具
体
例
と
共
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
一　

Ｂ
１
具
体
化
比
較

　
　

━
線
①
ま
で
の
内
容
を
整
理
し
ま
し
ょ
う
。
選せ
ん

択た
く

肢し

の
ア
と

ウ
は
「
運
動
が
得
意
で
積
極
的
な
性
格
の
子
な
ら
…
…
」
と
合
っ

て
い
ま
す
。
イ
は
「
塾じ
ゅ
く

に
行
く
ま
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
な
の
か
…
…
」
と
合
っ
て
い
ま
す
。

問
二　

　

１　

Ａ
２
知
識

　
　

━
線
②
は
比
喩
で
す
が
、「
～
の
よ
う
な
」
な
ど
の
表
現
が
使

2
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わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
ア
の
「
直ち
ょ
く

喩ゆ

」
で
は
な
く
イ
の
「
隠い
ん

喩ゆ

」

で
す
。
ウ
「
擬ぎ

人じ
ん

法
」
は
人
で
な
い
も
の
を
人
に
た
と
え
る
表
現
、

エ
「
反
復
法
」
は
同
じ
言
葉
を
く
り
返
す
表
現
で
す
。

　

２　

Ｂ
１
置
換

　
　

━
線
②
の
直
前
に
「
言
葉
の
や
り
と
り
も
～
必
要
が
あ
り
ま

す
」
と
あ
り
、
言
葉
の
や
り
と
り
が
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
に
た
と
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
言
葉
が
相
手
に
キ
ャ
ッ
チ
さ

れ
る
と
い
う
の
は
単
に
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
て
も
ら
う
こ
と
で

は
な
く
、
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
「
相

手
の
心
に
」
と
い
う
書
き
出
し
に
合
う
よ
う
な
こ
と
ば
を
探
す
と

本
文
中
の
最
後
の
ほ
う
に
「
書
き
手
の
心
遣
い
が
伝
わ
る
」
と
い

う
箇
所
が
見
つ
か
り
ま
す
。

 

問
三　

Ａ
１
知
識

　
　
「
四
苦
八
苦
」
と
は
、
非
常
に
苦
し
む
こ
と
や
、
さ
ん
ざ
ん
苦
労

す
る
こ
と
を
表
し
た
四
字
熟
語
で
す
。

　
問
四　

Ｂ
１
比
較
置
換

　
　

④

の
後
の
「
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
言
え
ば
～
も
の
で
す
」

に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
た
と
え
は
、
相
手
の
希
望
を
受
け
止

め
ず
に
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
ば
か
り
や
っ
て
い
る
状
態
を
表
し

て
い
ま
す
。
こ
の
内
容
に
一
番
近
い
の
は
ウ
で
す
。

問
五　

Ｂ
１
比
較
具
体
化

　
　

━
線
⑤
は
、
三
つ
後
の
段
落
で
「
社
会
で
や
り
と
り
さ
れ
る

文
書
」
と
言
い
か
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
書
の
特と
く

徴ち
ょ
う

を

学
校
で
書
く
作
文
な
ど
と
比
べ
な
が
ら
述
べ
て
い
る
部
分
に
注
目

し
ま
し
ょ
う
。（
Ａ
）、（
Ｂ
）
の
前
後
の
つ
な
が
り
に
注
意
し
、
答

え
の
文
全
体
を
よ
く
見
直
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

問
六　

Ｂ
２
筋
道
具
体
化

　
　

━
線
⑥
の
「
相
手
の
こ
と
を
考
え
」
る
と
い
う
の
が
ど
う
い

う
こ
と
な
の
か
は
、

━
線
⑥
以
降
の
四
段
落
に
渡わ
た

っ
て
説
明
さ

れ
て
い
ま
す
。「
ま
ず
」「
こ
の
ほ
か
」「
こ
れ
に
加
え
て
」
な
ど
の

表
現
に
注
目
し
て
、
必
要
な
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
①
「
自

分
と
ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
人
か
」（「
目
上
の
人
か
ど
う
か
」

「
知
っ
て
い
る
人
か
ど
う
か
」
も
こ
の
中
に
含ふ
く

ま
れ
る
と
考
え
て
い

い
で
し
ょ
う
）、
②
「
客
観
的
な
事こ
と

柄が
ら

（
属
性
）」、
③
「
相
手
の
性

格
や
置
か
れ
て
い
る
状じ
ょ
う

況き
ょ
う

」
と
い
う
三
点
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
れ

ば
正
解
と
な
り
ま
す
。

　

※�　

設
問
の
指
示
や
字
数
・
文
字
指
定
に
従
っ
て
い
な
い
も
の
は

不
正
解
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
誤
字
脱だ
つ

字じ

が
一
つ
の
場
合
は
減

点
１
点
、
二
つ
あ
る
場
合
は
減
点
２
点
、
そ
れ
以
上
は
不
正
解

と
し
ま
す
。
ま
た
解
答
の
説
明
に
過
不
足
が
あ
る
場
合
は
減
点

３
点
と
し
ま
す
。

問
七　

Ｂ
１
比
較

　
　

ア
と
エ
は
「
メ
ー
ル
で
気
を
つ
け
な
く
て
は
い
け
な
い
の
は

…
…
」
の
段
落
の
内
容
と
合
っ
て
い
ま
す
。
イ
は
「
一い
っ

般ぱ
ん

に
、
手

紙
の
ほ
う
が
…
…
」
の
段
落
の
内
容
と
合
っ
て
い
ま
す
。
ウ
「
手

軽
な
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
手
元
に
残
る
手
紙
を
送
っ
た
ほ
う
が
よ
い
」
が

本
文
の
内
容
と
異
な
り
ま
す
。
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問
八　

Ｂ
１
具
体
化

　
　

━
線
⑧
の
段
落
以
降
は
、
相
手
の
置
か
れ
た
状
況
を
想
像
す

る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
後
は
「
ど
う
し
た
ら

相
手
に
気
持
ち
よ
く
読
ん
で
も
ら
え
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
事

で
す
」
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
心
遣

い
は
気
持
ち
よ
く
文
章
を
読
め
る
よ
う
な
精
神
状
態
に
相
手
が
な

る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

問
九　

Ｂ
１
比
較

　
　

ア
は
「
紙
の
文
書
は
」
が
誤
り
で
す
。
イ
は
「
ま
ず
、『
自
分
と

ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
人
か
』
…
…
」
の
段
落
と
次
の
段
落
の
内
容
と

合
っ
て
い
ま
す
。ウ
は「
常
に
正
式
な
形
で
書
く
こ
と
が
望
ま
し
い
」

が
誤
り
で
す
。
エ
と
オ
は
「
さ
ら
に
、
同
じ
文
章
を
読
ん
で
も
…
…
」

の
段
落
の
内
容
と
合
っ
て
い
ま
す
。
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